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 ブレーン・ストーミング（ＢＳ）について 

  

  

　ＢＳ（※）は、問題解決のための発想法のひとつで、経営問題を解決するために用いることができます。

1． ＢＳには次の4つの原則があります。

1 批判厳禁

　誰かが出した意見を批判してはいけません。発想が抑制されてしまいます。

2 自由奔放
　通常では考えられない、常識を外れたような発想でも歓迎します。
3 量より質
　　 とにかく多くの考えを引き出します。　
4 結合改善
他人の意見に便乗して発展させることも、もちろんＯＫです。

２．ＢＳの進め方
①　ＢＳを行う場合、まず予めテーマを具体的に決めておきます。たとえば、「配送時刻を守るためにはどうするか。」などです。
ＢＳを行う場合の参加人数は7人位までが適当です。あまり多くなると、まとまりがなくなります。
ＢＳを行う時間は、1時間程度が限度でしょう。

ＢＳで発想した内容は、その場でホワイトボード、模造紙、ポストイットなどに、すべて記録します。

②　1日くらい置いてから、①で発想した内容を評価し、絞り込んでいきます。
そのときのメンバーは同じ人でなくとも構いません。
この際は、前回と異なり、発想内容を厳しく評価することが重要です。
2． その他
以上が、ＢＳの進め方です。
発想法としては、このほかにも様々なものがありますが、ＢＳと同様に発想法の基本である「発散－収束」の手法が取り入れられています。

※　ブレーン・ストーミング（Brainstorming）は、 1953年、米国の広告会社BBDO のAlex Faickney Osborn の著書の中で紹介されました。
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